
1. マーケット・レート
5月30日 5月31日 6月1日 6月2日 6月3日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.5690 3.6110 3.6010 3.5930 3.5270 -0.0660
BRL/JPY Spot 31.03 30.67 30.37 30.34 30.20 -0.14
EUR/USD Spot 1.1139 1.1131 1.1189 1.1153 1.1367 +0.0214
USD/JPY Spot 111.14 110.68 109.56 108.87 106.53 -2.34

6MTH(p.a.) 13.79 13.79 13.70 13.72 13.71 -0.0143
1Year(p.a.) 13.19 13.21 13.06 13.05 12.99 -0.0576
6MTH(p.a.) 2.848 2.827 2.734 2.575 2.515 -0.060
1Year(p.a.) 2.970 2.973 2.833 2.708 2.660 -0.048

株式 48,964.34 48,471.71 49,012.65 49,887.24 50,619.50 +732.26

CDS 350.88 364.60 360.88 352.82 337.48 -15.35

商品 186.137 186.153 186.825 188.025 188.669 +0.644

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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テメル暫定内閣、2人目の閣僚が辞任

5月30日に石油公社子会社の元会長が司法取引に応じ、

電話盗聴テープをリーク。録音の中で汚職捜査に言及し、

捜査妨害とも受け取れる発言をしていたことから、現政権

で汚職撲滅を担当しているファビアノ・シルベイラ監督相が

辞任した。内容は未発表であるが、リークされた盗聴テー

プにはテメル暫定大統領の通話も含まれていると言われ

ている。シルベイラ氏の辞任はジュカ元企画予算管理相の

辞任に続いて2人目となった。今のところ市場の反応は冷

静だが、テメル大統領に対する弾劾、ルセフ元大統領の弾

劾申し立ての棄却など様々な思惑が立ち上っており、政局

への懸念が再燃しつつある。
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• 週前半のレアルは伯政局懸念で3.63台まで軟調推移するも、第1四半期GDP成長率が前期から大きく改善したことを受け
て反発し、週末の弱い米雇用統計によるドル売りで3.52台まで急反発した。

• 今週のレアルは3.6080で寄り付いた。汚職捜査の司法取引で新たな電話の盗聴テープがリークされ、その中で捜査妨害と
取れる発言をしていたシルベイラ監督相が辞任。政局への懸念が高まりレアルは週間安値となる3.6370を示現した。その後
は3.60を挟んでの揉み合いが続いたが、週末に発表された米雇用統計が市場予想を大きく下回ったことを受けてドルが売ら
れると、レアルは週間高値となる3.5230を示現し3.5270で越週した。

• 伯中銀公表のアナリスト予想調査では、2016年の経済成長率予想が-3.83%から-3.81%に2週連続で小幅上方修正され、
2017年末予想も0.50%から0.55%へ上方修正された。2016年末のインフレ率予想は7.04%から7.06%へ2週連続の上方修
正。政策金利予想は2016年末が12.75%から12.88%へ引き上げられる一方で、2017年末は11.38%から11.25%へ引き下
げられた。

• 伯下院は国家予算に柔軟性を持たせるための憲法改正を承認。可決には下院でもう1回、上院で2回の承認が必要がある
が、財政立て直しに向けた第一歩として市場では好感されている。

• 6月1日に発表された2016年第1四半期GDP成長率は、前期比-0.3%と、前期の-1.3%から大きく改善した。
• 3日に発表された5月米雇用統計では非農業部門雇用者数が前月比160千人増加予想に対して38千人の増加と予想を大

幅に下回った。また、前月分も160千人から123千人に下方修正された。失業率は前月の5.0%から4.7%に低下したが、労
働参加率が前月の62.8%から62.6%に下がっており、大きく改善したとは言えない内容だった。これらを受けてドル全面安の
展開となり、レアルは3.58近辺から3.52台に急上昇した。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.45－3.65

国 予想 実績 前回

ブラジル FIPE消費者物価指数(月次) 0.56% 0.57% 0.46%

ブラジル ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ -- 38.3 39.0

ブラジル ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｻｰﾋﾞｽ業 -- 37.3 37.4

米 貿易収支 -$41.0b -$37.4b -$35.5b

米 非農業部門雇用者数変化 160k 38k 123k

米 失業率 4.9% 4.7% 5.0%

米 ISM非製造業景況指数(総合) 55.3 52.9 55.7

米 製造業受注指数 1.9% 1.9% 1.7%

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 6/6 自動車販売台数(自工会) May -- 162939

ブラジル 6/6 貿易収支(週次) Jun-05 -- $1010m

ブラジル 6/7 FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-DI(前年比) May 11.01% 10.46%

ブラジル 6/8 FGV CPI IPC-S Jun-07 0.60% 0.64%

ブラジル 6/8 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA(前年比) May 9.29% 9.28%

ブラジル 6/8 商品価格指数(前年比) May -- 8.56%

ブラジル 6/8 SELICﾚｰﾄ Jun-08 14.25% 14.25%

米 6/8 MBA住宅ﾛｰﾝ申請指数 Jun-03 -- -4.1%

米 6/8 JOLT求人 Apr 5650 5757

ブラジル 6/9 IGP-M Inflation 1st Preview Jun 0.70% 0.59%

米 6/9 新規失業保険申請件数 Jun-04 270k 267k

米 6/9 卸売在庫(前月比) Apr 0.1% 0.1%

ブラジル 6/10 FIPE CPI-週次 Jun-07 0.59% 0.50%

米 6/10 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ Jun P 94.0 94.7
米 6/10 月次財政収支 May -$56.0b $106.5b

5.本日の主要経済指標 
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来週は8日にCOPOMがあるが、メイレレス新財務相によりゴールドファイン氏が新しい中銀総裁に指名されており、トンビニ中
銀総裁体制下の最後の会合となる見通しとなっていることから、今回のCOPOMで何らかの変更が決定されるという見方は少な
い。ブラジル国内では引き続き財政改革に向けた憲法改正審議に注目が集まっている。閣僚の相次ぐ辞任で政局への懸念が
高まっていることから一本調子のレアル高にはなりづらいと見られるが、今週発表された米雇用統計を受けてFRBによる早期
利上げ観測が後退していることを受けて、来週のレアルは上値を探る展開となろう。


